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雑

銀

小
資
規
模
の
大
小
と
小
責
費
用
と
の
関
係

議

言葉

小小
貫貰
費規
用 模
ZU〉

の大
関小
係三

谷

τ士
ロ

彦

口

園町

商
業
の
大
規
模
化

百
貨
庄
の
繁
柴
と
小
賓
庄
の
窮
迫
と
い
ふ
こ
つ
の
事
買
を
針

照
さ
せ
て
、
わ
れ
ノ
k
h
は
商
業
に
お
い
て
も
ま
た
、
工
業
に
お

け
る
と
同
じ
く
、
企
業
の
集
中
お
よ
び
大
規
模
化
の
傾
向
が
、

賞
際
に
行
は
れ
て
ゐ
る
も
の
か
と
考
へ
る
。

元
来
企
業
集
中
の
行
は
れ
る
の
は
、
大
規
模
経
笹
に
よ
る
生

産
費
の
遁
減
、
印
ち
費
用
遁
減
の
法
則
の
行
は
れ
て
ゐ
る
こ
と

が
、
そ
の
根
祇
を
な
し
て
ゐ
る
。
生
産
費
の
遁
誠
に
よ
る
商
品

の
よ
匂
安
債
な
提
供
、
こ
れ
が
唯
一
の
経
済
的
競
争
で
あ
り
、

こ
の
競
争
に
よ
っ
て
、
小
規
模
経
替
の
波
落
、
大
規
模
経
替
の

繁
栄
を
招
来
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

第
三
十
一
巻

第
一
一
披

四
O 

一
四
O

然
る
に
工
業
に
お
い
て
費
用
遁
減
の
法
則
が
行
は
れ
、
従
つ

て
大
規
模
経
替
の
著
し
く
有
利
と
な
る
の
は
、
そ
れ
が
生
産
過

程
や
そ
の
中
に
含
み
、
技
術
的
要
素
や
多
量
に
包
含
す
る
か
ら

で
あ
ゐ
と
考
へ
ら
れ
る
。
之
に
反
し
て
商
業
に
あ
っ
て
は
、
生

産
過
程
弘
す
そ
の
中
に
包
含
し
な
い
か
ら
、
技
術
的
要
素
は
僅
か

に
、
分
類
・
匂
装
等
の
僅
少
の
部
分
に
限
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
大
規
模
経
営
に
よ
る
費
用
遁
減
の
法
則
は
、
商
業
に
あ

っ

τは
、
工
業
に
お
り
る
ほ
と
に
は
，
明
瞭
に
現
は
れ

τこ
な

い
で
あ
ら
う
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
?
、
商
業
に
お

い
て
も
ま
に
、
大
規
模
経
営
の
有
勢
な
事
賓
が
現
は
れ
つ
〉
あ

る
の
は
、
何
故
で
あ
ら
う
か
?

大
規
模
商
業
『
』
と
に
大
規
模
の
小
賀
商
業
の
長
所
と
し
て
、

製
者
の
説
く
所
を
見
る
に
、
針
内
経
営
に
お
け
る
利
径
と
し
て

は
.
分
業
お
よ
び
分
科
の
利
用
、
資
本
国
轄
の
促
進
等
で
あ
り
、

針
外
経
営
上
の
利
盆
と
し
て
は
、
仕
入
上
の
利
径
お
よ
び
販
賓

上
の
利
釜
が
あ
け
ら
れ
る
国
こ
れ
ら
二
つ
の
長
所
は
、
然
ら
ば

如
何
な
る
割
合
で
、
も
し
く
は
何
れ
か
の
一
方
が
主
因
と
な
っ

て
、
大
規
模
の
長
所
を
粛
ら
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
か
?
今
も

戸田海市博士;商業経済論(大正十三年)一三八一一一一四O頁
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し
大
規
模
商
業
の
長
所
が
、
針
内
経
替
の
利
(
金
よ
り
も
、
む
し

ろ
主
と
し
て
仕
入
お
よ
び
販
買
上
の
利
径
よ
り
な
る
も
の
で
あ

る
こ
と
が
、
資
設
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
商
業
の
大
規
模
化
と
工

業
の
大
規
模
と
は
、
多
少
そ
の
意
味
を
鼻
、
に
す
る
で
あ
ら
う
。

そ
こ
で
問
題
は
、
小
賀
商
業
に
お
け
る
経
管
規
模
の
大
小
が
、

現
貨
に
お
い
て
、
そ
の
経
営
費
用
に
如
何
な
る
影
響
を
及
除
す

か
、
換

A

一
一
一
同
せ
ば
、
小
賀
商
業
に
お
い
て
も
費
用
法
減
の
法
則
が

行
は
れ
て
、
大
規
模
と
な
る
に
従
ひ
経
費
は
遮
減
さ
れ
る
か
否

か
や
賞
際
じ
研
究
す
る
じ
あ
る

U

然
る
に
か
く
の
如
き
賓
詮
的
研
究
は
、
資
料
の
備
は
ら
ぬ
た

近
著
の
雑
誌

め
に
、

困
難
な
こ
と
、
さ
れ
て
ゐ
る
。

N
O戸
時
国
，

r-

;:;> 
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た
り
『
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問
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回
目
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わ
う
る
も
の
と
思
は
れ
る
か
ら
、
二
、
に
そ
の
概
要
を
紹
介
す

る
こ
と
、
す
る
。

ー
ー
小
責
規
模
の
大
小
佐
官
幽
別
す
る
標
準

貸
誼
的
研
究
の
結
果
ぞ
紹
介
す
る
に
先
だ
ち
、
之
に
閥
聯
す

る
二
三
の
鮪
に
つ
き
考
察
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
第
一
に
小
貰
経
笹

雑

小
資
規
模
の
大
小
と
小
菅
用
賓
と
の
闘
係

銭

の
規
模
れ
ぞ
匝
別
す
る
に
は
、
何
冶
標
準
と
す
べ
脅
か
の
問
題
が

お
こ
る
。

す
べ
て
の
小
賓
部
門
お
よ
び
小
賓
形
式
に
遁
守
る
一
般
的
標

準
を
帯
血
見
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
按
じ
問
題
は
、
同

一
部
門
お
よ
び
同
一
形
式
の
小
賀
屈
に
の
み
適
用
す
る
標
準
金

何
れ
に
求
む
る
か
に
あ
る
。
例
へ
ば
百
貨
屈
と
小
資
屈
と
は
そ

の
形
式
奇
異
に
す
る
か
ら
、
各
々
の
経
瞥
規
模
の
大
小
や
区
別

す
ら
に
は
、
別
A

の
標
準
を
と
り
得
ゐ
が
如
、
労
相
こ
れ
で
あ
る
。

粧
管
の
大
小
巻
原
別
す
る
相
割
合
に
、
最
も
暫
遁
に
採
用
さ
る

、
標
準
に
は
二
つ
あ
る
・
一
は
従
業
員
の
敢
に
よ
る
匡
別
、
ニ

は
買
上
高
の
多
少
に
よ
る
一
路
別
こ
れ
で
あ
る
。
前
の
揚
合
に
、

販
賀
員
の
み
の
教
を
と
る
か
、
ま
大
は
他
の
す
べ
て
の
従
業
員

を
も
加
ふ
べ
き
か
は
問
題
で
あ
る
が
、
粧
替
の
繍
大
と
と
も
に

共
他
の
従
業
員
も
培
加
す
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
す
べ
て
の
従
業

員
を
も
っ
て
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
後
の
揚
合
印
ち
買
上
高
を
も

っ

τす
る
揚
合
に
は
、
夏
に
多
く
の
問
題
が
あ
ゐ
。
第
一
に
貰

上
高
は
、
経
営
の
大
小
に
愛
化
な
く
と
も
、
時
に
よ
っ
て
屡
々

大
な
る
愛
動
ぞ
来
す
こ
と
が
あ
る
。
第
三
に
買
上
高
は
、
終
笹

第
三
十
一
倉

第

披

四

四
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雑

鉱ー

小
費
規
模
白
大
小
と
小
費
費
用
と
の
関
係

規
模
の
大
小
の
外
に
、
資
本
回
輔
の
多
少
に
よ
っ
て
、
甚
し
い

相
違
を
来
す
ニ
と
が
あ
る
。
第
一
一
一
に
買
上
高
の
多
少
は
、
む
し

ろ
経
営
規
模
の
一
の
結
果
で
あ
っ
て
、
規
模
そ
の
も
の
を
直
接

に
表
示
す
る
基
礎
と
は
な
り
得
な
い
。
以
上
の
理
由
に
よ
り
、

寅
上
高
の
多
少
を
標
準
と
す
る
こ
と
は
、

一
の
補
助
手
段
と
し

て
の
み
意
味
や
有
つ
で
あ
ら
う
。

従
業
員
に
よ
る
も
の
と
寅
上
高
に
よ
る
も
の
と
の
外
に
、
夏

に
総
経
費
の
多
少
ド
よ
っ
て
匝
別
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
蓋

ι

規
模
が
大
な
れ
ば
大
な
る
ほ
ど
、
之
に
要
す
る
線
経
費
も
大
な

る
べ
き
が
故
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
絞
費
の
多
少
は
ま
た
、
経
替

の
巧
拙
、
経
替
政
策
の
相
違
等
に
よ
っ
て
も
左
右
さ
る
冶
こ
と

多
く
、
必
歩
し
も
経
営
の
大
小
に
比
例
す
る
も
の
で
は
な
い
。

の
み
な
ら
宇
吾
h

の
問
題
は
、
経
皆
の
大
小
が
如
何
に
経
費
の

多
少
に
影
響
す
る
か
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
揚
合
の
繭

替
の
大
小
は
、
他
の
何
等
か
の
標
準
に
よ
る
べ
き
も
の
で
あ
ら

フ。
最
後
に
排
込
資
本
の
多
少
に
よ
っ
て
、
経
皆
の
大
小
を
匝
別

す
F

る
ニ
と
は
、
工
業
曾
祉
に
つ
い
て
は
且
日
遁
に
行
は
る
、
所
で

第
一
一
一
十
一
巻

四

第

苦席

四

あ
る
。
こ
の
方
法
は
百
貨
屈
に
は
適
用
さ
れ
う
る
け
れ

rも、

普
遁
の
小
寅
庄
で
は
資
本
の
大
小
は
殆
ん
ど
知
り
難
い
。
の
み

な
ら
宇
排
込
資
本
の
多
少
は
、
主
と
し
て
資
本
信
用
を
一
示
す
も

の
で
あ
り
、
工
業
曾
祉
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
は
経
替
規
模
を
決

定
す
る
基
礎
と
な
わ
う
る
も
の
で
あ
る
が
、
商
業
に
あ
っ
て

らは

梯資
込本
資信
本用
l式よ

ま?
し ts
t し
~ 7-， 
議 流
笠通
来信

規用
手史 浩去

三台 車:
刀~ ~ 

すそ
もな
のす
でか

は
な
い
。
従
っ
て
抑
込
資
本
仁
J
る
方
訟
は
台
ぞ
れ
が
可
能
な

揚
合
で
も
、
必
宇
し
も
五
確
な
標
準
と
は
な
り
難
い
と
恩
は
れ

る

か
く
の
如
き
理
由
か
ら
、
普
通
小
寅
底
の
大
小
を
匝
別
ず
る

標
準
と
し
て
、

コ
ジ
才
ル
氏
は
従
業
員
数
(
庄
員
数
)
を
止
り
、

百
貨
底
の
大
小
を
匝
別
す
る
揚
合
に
の
み
買
上
高
岳
と
っ
て
ゐ

る。

一ー一
小
責
費
用
を
決
定
す
る
標
準

言
ふ
ま
で
も
な
く
、
小
貫
費
用
の
絶
封
額
が
問
題
と
本
る
の

で
な
い
。
小
賓
費
刑
は
他
の
何
等
か
の
量
に
封
す
る
相
針
数
と

し
て
の
み
、
問
題
と
な
る
。
然
ら
ば
そ
れ
が
封
比
さ
る
べ
き
数



従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
殆
ん

ど
例
外
な
く
、
買
上
高
密
探
り
、
責
上
高
一

O
O
に
針
す
る
経

費
の
割
合
会
貿
上
営
h

り
の
経
費
)
を
標
準
と
す
る
。
こ
の
方
法

量
を
何
に
求
む
べ
き
か
?

は
、
さ
き
に
示
し
た
一
賢
一
上
高
の
多
少
を
も
っ
て
経
管
規
模
の
大

小
や
匝
別
す
る
の
方
法
と
針
出
陣
す
る
も
の
む
あ
る
。
然
ゐ
じ
ま

-
h
h

、
さ
告
に
見
た
る
が
如
〈
、
従
業
員
の
多
少
に
よ
っ
て
規
模

の
大
小
を
国
別
す
る
方
法
に
封
廃
し
て
、
経
費
決
定
の
標
準
を

も
ま
に
従
業
員
に
と
り
、
底
員
賞
。
の
経
由
只
を
比
較
研
究
す
る

I
h
-
-
花
、

3

0

:
t
t
H卦
fj

い
ま
経
費
を
K
、
寅
上
高
を
U
・
底
員
数
を
P
と
す
る
時
は
、

第

一

に

望

号

室

君

、

E
n
十
8
で
現
は
さ

も
、

第
一
一
に
官
官
り
の
経
費
は
、
己
H

山
い
で
現
は
さ
れ
、

空
一
一
に
庖
員
習
の
買
上
高
は
、
日
H

心
十
で
現
は
さ
れ

る。
然
る
時
は
こ
れ
ら
三
つ
の
閥
係
は
、
筒
間
早
に
次
の
如
く
な

。

同

H
i

る

c
E
H
H
d削
l
M
。
。
何
と
な
れ
ば
、
第
二
、

同

司

河

口

同

d引
in引
J
十

liH1dl

第
三
か
ら
、

と
な
の
、
第
一
に
よ
り

E
目
付

雑

銘一

小
資
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の
犬
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小
貰
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の
関
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第然 f
E会ぶ
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経仲 d関

費荷司!吋
自生 g
が;霊と
あコ:な
泊苦手 る
つ了 。柄、:写
席
員
賞

り
の
寅
上
高

CHM
が
、
よ
り
以
上
の
程
度
に
あ
が
る
時
は
、
賓

上
営
り
の
経
費
関
口
は
低
下
す
る
。

第
二
に
、
底
員
営
り
の
経
費
問
唱
が
下
が
っ
て
も
、
庶
民
営

り
の
買
上
高
CMM
が
、
よ
り
以
上
の
程
度
に
下
が
ら
な
い
と
き

は
、
葉
土
賞
り
の
経
費
問
匂

は
低
下
す
る
と

ρ
ふ
ニ
と
回
況
で

i

d

l

‘

l

・

3

あ
る

E

四

ド
イ
ツ
に
お
け
る
買
謹
的
研
究

コ
ジ
オ
ル
氏
の
前
記
の
研
究
は
、

k
r
g
R
Eお
N
ロ『匂ロ
zgZE

円『ロロ同

円
山
内
『
何
回
巾
ロ
阿
国
=
問
中
ロ
ロ
品

K
M
F
白
書
ヴ
丘
一
口
問
ロ
ロ
同
市
国

品目『

《{巾口同町田円
roロ
4
宅一円宮門
}
W目
白
河
・

阿国

-
C口四回
S
E
R
Fロ
F
A
E
〉任。片岡田。

問
自
宅
。
(
岡
山
田
口
白
色
)
の
調
査
報
告
と
し
て
、
最
近
に
褒
表
せ
ら

れ
史
浩
瀞
な
資
料
に
も
と
っ
き
、
こ
れ
に

同
ロ
急
百
円

P
H
内
D口
t

]ロロ}拘昨日
p
a
n
r
E口問

の
材
料
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
貼
に
お
い
て
相
営
に
権
威
あ
る
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
い
ま
百
貨
底
お
よ
ぴ
消
費
組
合
に
闘
す
る
分
を
別
と
し
・

策
=
一
十
一
巻

一
四
三

第
一
蹴

一
四
三
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国
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結

小
費
規
模
の
大
小
と
小
買
費
用
と
白
関
係

第
三
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果

↓
居
員
賞
。
の
賓
上
高
を
見
る
に
、
経
管
規
模
の
大
な

る
に
従
ひ
、
一
入
賞
。
の
賓
上
高
の
遁
増
す
る
も
の
(
植
民
地

商
品
、
菓
子
類
、
金
物
類
、
靴
類
)
と
、
遜
減
す
る
も
の
(
白
布

類
、
帽
子
類
、
皮
革
類
)
と
、
初
め
一
越
減
し
て
後
に
逓
増
す
る

も
の
〈
バ
タ
ー
そ
の
他
、
薬
種
乾
物
類
、
織
物
類
)
と
、
初
め
遁

時
唱
し
て
後
に
遜
減
す
る
も
の
(
男
子
服
類
、
婦
人
服
類
)
と
の
あ

る
こ
と
を
知
る
。
即
ち
底
員
賞
り
の
買
上
高
に
就
い
て
は
、
小

寅
部
門
を
異
に
す
る
に
よ
り
て
異
り
、

一
般
的
傾
向
を
認
む
ゐ

I -二一一-一一 l三三一一・ =コニエ
ニ内ニ:.~ft..J. I -ー三E三正三三 I -一三三Z守 l ノ、三百三

ー正己..::~~.I2i量A昌三"'-1-正追己島田I~

一
四
大::21三主主
第
一
放

/".I~田;ニ 1 ニニコ守ヨEノ、 l ニユプミ I <ヨにヨ
~、、、 l 、、、、 l 、、、

ー五J王~:;，.."I-ー-，与ニー!田主~I~

一
四
六
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ニ、回一一J
一

一一、八百一、一回、一

こ
と
は
困
難
の
様
で
あ
る
。

、，r

、

二
一
貫
上
営
り
の
経
費
を
見
る
に
、
殆
ん
ど
す
べ
て
の
部
門

に
お
い
て
費
用
返
培
の
傾
向
が
頴
著
に
看
取
さ
れ
る
。

-
h
h
u

菓

る
に
過
ぎ
な
い
。

子
類
(
二
)
、
白
布
類
(
一
一
)
に
お
い
て
一
二
の
例
外
を
示
し
て
ゐ

思
ふ
に
経
営
規
模
の
繍
大
と
と
も
に
、
底
員
営
り
の
買
上
高

の
減
少
す
る
も
の
(
白
布
類
、
帽
子
類
、
皮
革
類
)
に
あ
っ
て

は
、
規
模
の
大
な
る
に
従
ひ
、
貰
上
営
り
の
経
費
の
増
大
す
る

で
あ
ら
う
こ
と
は
、
容
易
に
考
へ
ら
る
》
が
、
底
員
賞
り
の
寅

上
高
の
遁
時
唱
す
る
も
の

(
植
民
地
商
品
、
菓
子
類
、
金
物
類
、



靴
類
)
に
お
い
て
も
ま
た
、
規
模
の
旗
大
と
共
に
粧
費
の
培
大

す
る
の
は
、
多
少
意
外
と
す
る
結
果
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
.

普
通
に
は
規
模
の
掠
大
す
る
に
従
ひ
、
経
替
会
合
理
化
し
て
経

費
を
節
減
し
う
る
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
、
こ
と
に
庇
員
営
り

の
買
上
高
を
一
地
脅
す
る
揚
ム
ロ
に
は
、
こ
の
傾
向
は
強
く
現
は
れ

る
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
ゐ
、
に
拘
ら
下
、
事
貨
は
反
針
に
、
貰

上
高
の
遁
品
唱
す
る
揚
合
に
も
、
経
費
は
遁
培
し
て
ゐ
る
か
ら
で

め
ら
む∞

何
故
に
経
由
貿
逓
減
の
現
象
。
そ
示
し
て
ゐ
る
か
?

二
の
経
費
を
夏
に
分
析
し
て
見
る
時
は
、
前
表
下
方
に
見
ら
ゐ

い
ま

〉
如
く
、
買
上
首
り
の
経
費
の
中
、
租
税
に
要
す
る
も
の
は
、

規
模
の
大
小
に
よ
っ
て
殆
ん
ど
相
違
な
く
、
経
費
の
返
面
白
は
主

と
し
て
給
料
よ
り
来
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
卸
ち
底
員

首
り
の
官
民
主
高
が
逓
増
す
る
に
拘
ら
す
、
買
上
営
'
り
の
給
料
も

ま
た
培
加
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
何
故
に
こ
の
現
象
を
来
す

か
に
つ
い
て
は
コ
ジ
才
ル
氏
も
説
明
し
て
ゐ
な
い
。
た
ぽ
こ
の

場
合
に
、
従
業
員
の
中
に
底
主
ま
た
は
そ
の
家
族
の
持
働
を
含

ん
で
ゐ
る
か
否
か
、
ま
た
給
料
の
中
に
底
主
ま
た
は
家
族
の
給

雑

銭

都
市
の
経
済
的
概
念
と
木
質

料
守
合
ん
で
ゐ
る
か
否
か
に
よ
っ
て
、
多
少
の
相
遣
を
来
す
で

あ
ら
う
が
、
こ
の
劉
は
明
ら
か
で
な
い
。
何
れ
に
せ
よ
数
字
に

現
は
れ
た
結
果
で
は
、
小
賓
規
模
が
大
な
れ
ば
大
な
る
ほ
ど
、

責
上
首
り
の
経
費
は
遮
脅
す
る
ニ
と
ぞ
示
し
て
ゐ
る
。
果
し
て

然
ら
ば
、
商
業
に
お
け
る
大
規
模
化
の
利
益
は
、
む
し
ろ
主
と

し
て
最
初
に
漣
べ
た
る
仕
入
お
よ
び
販
安
上
の
利
盆
に
よ
る
も

の
で
あ
の
、
従
っ
て
そ
れ
は
工
業
に
お
け
る
そ
れ
と
は
、
多
少

そ
の
意
味
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
る
c

第
三
十
一
巻

一
四
七

第
一
披

一
四
七


